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出典と日付 年間入山者数 季節ごと，土日の入山者数 沼田発バス台数
1951 朝・朝，8・4 ２－３万 ８月中２万
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年月 出典紙と日付 年間入山者数 月日別登山口別登山者数














































































































































































































































































































































































合計 67.2万 合計 115万
内訳 内訳
賃金 41.8（延280人） 賃金 71.7（延490人）
装備用具 3.2（登山靴ヤッケ） 装備用具 6.2
備品費 7.4（発電機他） 備品費・消耗品 6.8（寝具，電池等）
光熱費 6.3 大型ビニール袋 12.8（50円×2500枚）
くず籠 5.3（２カ所） 燃料等 11．
酸素 2.3（吸入用） 吸入用酸素 0.7
消耗品他 0.8
注　別掲小森順吉「自然公園をきれいに―富士山―」『国立公園』1970年８・９月，
No.249・50，23頁より作成。
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富士山の過剰登山対策は，基本的には入山規制であった。しかし1960年
代には富士山の入山規制はまったく問題にされなかった。
富士山の管理保護対策は，もっぱらゴミ対策であり美化清掃であった。
国立公園当局による富士山のゴミ対策は，1960年初頭までまったく何もな
かった。富士山のゴミ清掃は，1947年に神奈川県相洋高校登山部員が富士
山の開山日の７月１日に登山し，毎年ゴミの清掃に当ったのを嚆矢として
いる（5）。
富士山のゴミ問題が世上に論じられるようになるのは，政府が，オリン
ピックを1964年に控えて，1962年に「国土を美しくする運動中央推進委員
会」を設置して，３年計画で国土を美しくする運動をすすめることにし」，
この運動の一環として1962年に民間団体「富士山をきれいにする会」が設
立してからである（6）。
「富士山をきれいにする会」は，「団体・個人の会員のほか県・及び関係
市町村の負担金･寄付金等で運営」，「富士山・富士五湖地方の美化清掃につ
いて広報活動・奉仕活動・植樹等をおこなうほか関東地方都県に呼び掛け
毎夏１都８県美化交歓祭を開くなど多くの事業を行なっている。」（7）
こうして政府の音頭取りによって，富士山のゴミ拾い，美化清掃の官制
とボランティアの活動がはじまった。
1963年７月には「山梨県清掃隊員300人，東京都新生活運動協議会清掃
隊員200人がまじり，山頂で静岡県清掃隊員と合流，山頂の大そうじを行っ
た。」（8）。
1964年７月５日朝，「オリンピックを前に，清掃作戦を展開したのは地
元静岡，山梨両県の山岳連盟，陸上自衛隊，青年団などで，ことしで３回
目。これに東京都，神奈川県からも応援が加わり，清掃袋を片手にした約
3000人が山頂付近，須走，富士宮，御殿場，富士吉田，河口湖の各登山口
で“富士山の大そうじ”をした」（9）。
さらに1964年夏には，日本生命により「清富会」が設立され，「当時，
日本生命が，富士山の美化運動推進のための基金100万円を匿名で提供」し
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て，大学山岳部に参加を呼びかけたのでの，数10人の学生が毎年清掃に参
加した（10）。
こうして富士山のゴミは，富士山をきれいにする運動として，官制，ボ
ランティの活動としてその一部が清掃された。
1968年４月なってようやく，「厚生省は18日，国立，国定公園の施設整
備計画を決め，（昭和―引用者）43年度分整備費７億800万円の全国配分を
決めた」（11）。この方針に基づいて厚生省は，山梨県・静岡県富士山をきれ
いにする会の協力をえて，1968年に「富士山清掃活動実施要綱を定め富士
山頂部・主要登山道・利用拠点の清掃を本格的に開始した。」
その予算は，表4－18に示したように，厚生省分が1968年35万円，1969
年分が55万円であった。その他，「山梨県観光地を美しくする会」，静岡美
観清掃協会」，「富士山をきれいにする会」から，1968年には，各10万円強，
1969年には各20万円の寄付があった。
「実行面は，…国立公園船津管理員事務所が当たった。主として学生アル
バイトの値上げ夏期間常駐による清掃活動」であった（12）。
ちなみに活動の重点は，１，「清掃・収集したごみ等をできるだけ持ち下
げること，２，美化清掃に関して，一般登山者及び山小屋業者に対する啓
蒙・指導を行うこと，３，日本山岳会派遣医師の協力により簡単な救急活
動を行うこと，利用者への指導を行うこと等であった」が，その内実は，
富士山頂一帯，吉田口及び富士宮口登山道五合目以上，他登山道八合目以
上，御庭・奥庭を，７月15日から８月18日まで35日間，アルバイトの「頂
上８名，五合目６名の２班編成」，延合計490名で，「船津管理員事務所員が
交替で指揮に当」り，「収集ごみ等は，一部灯油使用による露天での焼却を
行ない，不燃物は（主としてビン・カン類）は人背及びブルドーザーによ
る持ちおろしを計った」というものであった。
1965年６月22日『読売新聞』（朝刊）によれば，相洋高校山岳部のゴミ
清掃にふれ，「あたりに散らばっている紙くず，あきかん，ビールビン，な
ど穴を掘って埋めてゆく」と報じており，他の掃除の場合もゴミを掘って
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埋めた場合が多かったと思われる。
小森順吉によれば，「期間末の最終的な集計の結果では，処理されたごみ
等は，山頂班9.5トン，山腹班8.0トン計17.5トンに及んだ」ということで
あった。
しかし予想される年間300トン前後のゴミは，ここでは17トン下山され
たが，あとのゴミはどこへ行ったのであろうか。大きな問題であった。
この美化対策，清掃は，可燃物は，焼却炉や野焼きによって消去し，不
燃物である空カン，空ビンなどは，一部は地下に掘って埋められ，あるも
のは目のとどかないところに放棄され，残ったものが麓に搬出されたので
る。その内訳は不明である。
なお，尾瀬の場合もそうであったが，富士山のし尿については，新聞で
はほとんど取り上げられなかった。
20万も30万もの登山者が，富士山で排出するし尿にたいしては，国立公
園当局は，何らの対策もたてなかった。し尿は，山岳の環境に大きな悪影
響を与える可能性があり，深刻な問題であった。富士山のトイレ問題が論
じられ，たれ流しの克服が問題になるのは，1990年代に入ってからであっ
た。
21世紀になって，富士山のトイレ問題を論じた青木直子氏は，1960年代，
70年代の「当時の富士山では，60ある山小屋でのし尿処理方法は，そのほ
とんどが，シーズン中は登山者のし尿を溜めておき，シーズン後に山肌に
放流し浸透させるというものだった。“富士山の白い川”とは，し尿と一緒
に放流されたトイレットペーパーの残骸だった。」（13）と指摘している。図4
―7を参照されたい。
なお富士山の五合目以上には，尾瀬と違って湿原はなく，高山植物も少
なく，高山植物などの毀損問題はあまり起きなかった。ただスバルライン
の建設とその後の自動車輸送による道路周辺の森林，樹木や五合目周辺で
の登山者による森林，高山植物の毀損が問題であった。この問題は，スバ
ルラインの公害問題として別途論ずることにしたい。
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1969年７月２日の『朝日新聞』（朝刊）は，富士山の７月１日山開きに
際して，つぎのように述べた。
「夏を美しい自然の中で過ごしたいという人人の願いは，しばしば無残な
現実によって裏切られる。」「日本の富士山も夏には異臭を放つこととなる。
高速道路によって，登山者が急増しているのに，これに見合うだけの休養
施設や衛生設備などはできていない。極言すれば，夏の一時期，富士は巨
大なゴミためと化す観さえある。そんな“霊峰”に高山植物や花や石やを
盗み，トランクにつめこんで持ち帰るマイカー族が横行している。」
「自然公園法，森林法をはじめ，自然を保護しようとする法令，条例も少
なくない。だが国立公園，国定公園の管理は決して十分とはいえず，その
いくつかはあきらかに荒廃への道をたどりつつある。」
この小文の引用をもって小論の結びとしたい。
図4－7　トイレットペーパーが作った “富士山の白い川”
注　前掲青木直子「富士山から発信した山岳トイレの改善」から引用。
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（１）前掲拙著『自然保護と戦後日本の国立公園』，第11章の５を参照。
（２）前掲『レンジャーの先駆者たち』，407頁。
（３）同上，197頁。
（４）小森順吉「自然公園をきれいに―富士山―」，『国立公園』1970年８・９
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月，No.249・50，
（５）1967年７月１日『読売新聞』（夕刊）。
（６）1962年７月27日『読売新聞』（夕刊）。
（７）前掲小森「自然公園をきれいに―富士山―」，『国立公園』No.249・50，21
頁。
（８）1963年７月７日『読売新聞』（夕刊）。
（９）1964年７月６日『読売新聞』（朝刊）。
（10）1966年８月16日『読売新聞』（朝刊）。
（11）1968年５月19日『読売新聞』（朝刊）。
（12）前掲小森「自然公園をきれいに―富士山―」，『国立公園』No.249・50，21
頁。
（13）青木直子「富士山から発信した山岳トイレの改善」，『月刊下水道』2008
年４月，Vol31.No.5，17－8頁。
